
おはなし会は 

毎月
まいつき

第
だい

2日曜日
に ち よ う び

です！ 

日 時：11 月 23 日（木・祝） 
開 場：13：30 

開 演：14：00（上演時間 45 分） 
場 所：3 階企画展示室  
対 象：幼児から  
 
入場無料！ 
申込み不要！ 
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ごさまる通信 
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2023 No.
63

11月
がつ

・12月
がつ

の企画
き か く

 

11 月 12 日（日） 

じかん…10：30～ 

ばしょ…１かいまどぎわスペース 

 

おはなし会は、何歳からでも、どなたでも 

ご参加いただけます。 

参加費や申込は必要ありません。 

どうぞお気軽にご参加ください♪ 

期 間：11 月 17 日（金）～11 月 30 日（木） 
時 間：10：00～17：00 
場 所：3 階企画展示室 
入場料：無料 
休館日：毎週火曜日、11 月 24 日（金） 

♬企画展のおしらせ♬ 

日 時：12 月 2 日（土） 
開 場：10：00 

講 座：10：30～12：30 
場 所：2 階学習室 
対 象：沖縄県在住者 
定 員：先着 15 名 
参加費：1 人あたり 500 円（当日徴収） 
申込み：11 月 8 日（水）～12 月 1 日（金） 
 
※汚れてもいい服装でご参加ください。 

にんぎょうげき

カラスのパンやさん

みにきてね 



 

開館カレンダー :休館日  
 
11月 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29  30   

 

12月 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  26  27  28  29  30 31 

続・館長ブログ「吉の浦だより」も 
ぜひご覧ください♪ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 タイトル 著者名 分類 

一般 相続でモメる人、モメない人 天野 大輔／著 レガシィ／著 324.7 ア 

一般 夜空に泳ぐチョコレートグラミー 町田 そのこ／著 B 913.6 マ 

一般 Find Me アンドレ・アシマン／著 B 933.7 ア 

児童 
おきにいりのしろいドレスをきてレストランに

いきました 
渡辺 朋／作 E オ 

児童 あそべる！通じ合う！てづくりAI ロボット 牧野 浩二／著 J 548 ア 

児童 いちじくのはなし しおたに まみこ／作 J 913 シ 

郷土 沖縄の海風そよぐやさしい暮らし365日 ながもと みち／著 K291ナ 

郷土 おばぁたちの台所 金城 笑子／著 K383キ 

郷土 沖縄美術論 翁長 直樹／著者 K700オ 

 

館長通信 VOL.33  

おあか 
『少年動物誌』（河合雅雄著） 

同じ本を読み返すことは余りないのですが、『少年動物誌』は例外です。頁を開くたびに、そこに描かれ

ている主人公の感情と彼を取り巻く動物たちや景色が浮かんできて、はじめて読んだ時と同じ感動が得

られる不思議な本なのです。作者の河合雅雄（1924―2021）は、世界的に有名な霊長類研究者で、児童

文学者でもあります。この本は、昭和 5～10 年頃、彼が故郷の兵庫県丹波篠山で親しんだ動物たちをテ

ーマとする 10の短編で構成されています。主人公の「マト」こと雅雄少年は、ずぶ濡れになったり泥だ

らけになったりしながら、弟たちと日々野山を駆け回り、虫を採り、魚をつかみ、鳥を追いかけ、ヘビと

闘います。家では、ハムスター、雀、食用カタツムリ、「屁こき虫」などの動物を飼っていて、その世話

に大童です。ネズミ退治も忙しい。日本軍の防毒マスクにホースを付けた自作の「潜水帽」を被って両手

に錘の石を持ち、岸にいる弟にホース上端と命綱を持たせて深さ４ｍもある川の淵に潜った時には「黒い

イルカの様な大鯉」と遭遇しました。マトたちは体と頭と五感を総動員して毎日を生きています。この子

ども時代からは、とてつもなく貴重な人生の糧が得られたに違いなく、羨ましく感じます。と同時に、安

全面を考えると、この様な暮らしを現代の子どもたちにさせるのは難しいとも考えます。今はもう得られ

ないものだからこそ、マトたちの少年時代は、より一層輝いて見えるのかも知れません。 

司書おすすめの本を紹介します！ 

一般・児童・郷土の

雑誌リサイクル市 

2023年 11月 1日（水）から 

     12 月 3日（日）まで 

自由に持ち帰ってOKです！ただし、 

冊数制限はありませんが、たくさんの人

が持ち帰れるようご配慮ください。 

☆：おはなし会 

新着図書 


